
東雲から世界へ
一第5学年「ホームページをつくるゾ〝」の実践から一

西　井　章　司

1　はじめに

本校の総合的な学習(コンピュータ活用)の目標は次の3つである。

(1)コンピュータなどの機器に主体的にかかわり活用し,生活をより豊かにしていこうと

する態度を養う。

(2)コンピュータの基本操作技能を身につけることができる。

(3)コンピュータの通信機能を生かした利用をし,情報収集や情報発信をすることができ

る。

これを受けて,高学年の目標を「コンピュータを使って,情報交換をすることができる」

としている。しかし,これは単に情報交換をするだけではなく,伝えたい情報をコンピュー

タの向こうの人に発信するという活動を通して,人と人との交流を目指している。すなわ

ち,子どもたちが主体的にコンピュータにかかわり,人と人との交流に生かし,そこに喜

びを感じ,自分の生き方を向上していくようにすることを本当のねらいとしている。

2　本校のコンピュータ環境

本校のコンピュータルームには,教師用1台,児童用は一人1台の割合で40台のコン

ピュータが導入されている。それぞれのコンピュータは教室内LANでつながっており,ま

た教師用のコンピュータと双方向の画像転送システムで結ばれている。また教室内LANは

広島大学のサーバーと専用線でつながっている。さらにコンピュータルームだけではなく,

各教室にも専用線とつながったコンピュータが1台ずつ設置してある。

3　単元について

家庭電化製品の中には,コンピュータがふんだんに使われている。また,過去12ケ月の

間に世界で販売されたパーソナルコンピュータは,今や自転車の販売台数を凌ぐように

なってきた。こうした機器の普及と共に最近のテレビや新聞などでは,コンピュータに関

連した情報が毎日のように流されている。今後は,ますます高度情報社会が進展していく

であろう。この時代にあって子どもたちが情報を主体的に選択・活用できるようにしたり,

情報の発信・受信のルールを身につけたりすることはとても重要なことであると考える。

そこで本単元では,情報を受容するだけでなく,自らインターネットを利用して情報を

発信することができるようになること,交流を広げていけることをねらいとして設定した。

本学級の児童は,これまで自分の知りたい情報をインターネットを通じて収集したり,

ワープロ機能やペイント機能を使って表現したりする活動を経験をしてきている。ほとん

どの児童がコンピュータの活用に意欲的であり,関心も高い。またお互いにわからないと

ころを教え合っていこうという姿勢が見られる。ホームページの作成に関してはほとんど

の児童が初めての経験であり,楽しみにしているようである。

本単元では児童が7月に経験した「山の学習」を題材として取り上げる。「体験して得た

もの」「協力の大切さの実感と成就感」「自然のすばらしさ」など児童が伝えたいと思って

いることが豊富であることと,全員が共通の体験をしており,みんなで協力してホームペー

ジを作成しやすいと考えたからである。

4　単元の目標

(1)インターネットを利用して生活経験に基づく情報を発信し,交流を広げようとするこ
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とができる。

(2)ホ一一ムページの作成に,自ら進んで取り組む態度を養う。

(3)ワープロソフトを中心として,文章の作成や画像の取り込みなどの技能を身につける

ことができるようにする。

(4)ポー鵬ムページを作成することを通して,表現する能力をさらに高めることができるよ

うにする。

5　単元の計画(10時間)

第一次　ホームページのファイル形式(HTML)を経験する。(1時間)

第二次　ホームページの意義を知り,載せる内容を考える。(2時間)

第三次　「山の学習」の中から題材を決めて個人で作成してみる(2時間)

第四次　個人で作成したものをもとに班でまとめる(3時間)

第五次　学級でまとめてアップロードする。(2時間)

6　学習の展開(第四次第2時)

学　　習　　活　　動

1　学習課題を確認する。

「山の学習」での体験を世界に

発信しよう
i,

2　班ごとにホームペ一一ジの作成に取り

組む。

文書入力

図や画像の挿入

教　師　の　働　き　か　け

1　前時までの活動をふりかえり,今回

の活動の課題を確認する場を設ける。

◎見る相手のことを考えたページを作

るよう促す。

2　作業がスムーズに進むよう机間指導

を行う。

・操作方法など全体に知らせた方が良

いことは作業を中断して全体に指示

する。

・協力して作業を進めるよう促す。

3　各班の作成の途中経過を見て,工夫

している点や良いところを発表する。

3◎各班のページをみんなに紹介する。

◎作成した班の「工夫した点」などを

発表するよう促すとともに,他の班

の良いところなどに対しても意見を

求める。
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7　子どものふりかえりから

・　いつもこんなことしないけど,自分たちでホームページを作れたのだから普通とは

違うような楽しみ方でした。

ホームページを作るのが初めてで失敗しないようにと思ったけど,とても楽しかっ

た。

字を打ったり,絵を動かしたりす

るのが難しかった。でも作り終わっ

たときはうれしかった。

みんなの意見を聞いて,どれを入

れるかなどをちゃんと決めることが

できた。

私は,世界中の人たちに,「山の学

習」のページを見て楽しんでもらえ

ることが一番うれしい。

今までコンピュータをあまり知ら

なかったけど,この授業からちょっ

とコンピュータを使うようになっ

た。家でも使うようになった。

2時間ほどやっても,「えっ,もう

終わりだ」と思うほど早く楽しく感

じられた。

ホームページ作りは最初難しかっ

たけど楽しかった。またやってみた

いと思います。

r野鳥観察」
′j

う～～ん‥・

やっぱり、自然の空気はおいし-い!

私は、野鳥覿鍵をしました.野鳥を見るだけでなく、熊が登った後や、イノ
シシの土を握った後、ちょうちょの名前、もちろん、木の穐類、花の柵頼、き
のこ、木の実などの穐頬や名帆食べられるものの区別などを教えてもらいま

した.木の影に隠れた鳥を見つけたり、鳥の声でどの鳥かを当てたり‥・・
まだまだだけど、自然のことをよく知ることができて、とても美しかゥたで

す。(白熱と好きになる気持ちがよく分かりました.)

r鉱物」
僕は、沢登りのとき拾った石を割ったら、な、なんと水晶原石だった。プラン

クトンの死鏡の照まった物もありました.古代のカッターなども見つけまし

た.

考古学肴を目指す人より今度は釣りおたくに

なるのだ-

‥・おまけに・・‥

「おしゃべりタイム」
檎泊学習で初めての活動?でした.班のみんなで、針に集まって、今日の楽し
かったことや、発見をはなしました.ほら、笑い声が聞こえてさまし

た。・・・・
rあははははlまははは　　　　j

北斗七星や、赤い鳥、書い鼻、がとてもきれいでした.私達が善戦しながら
作った(レンズの■り付け飢これまたむすかし一一〉望遠鏡で見た月は、

rああ…・jいつまでもひたっていたい‥・・(なんらゃって)
こうして、もみの木森林公庫の、夜の素顔を見ました.

8　成果と課題

ホームページを作る活動を通して,子どもたちの操作技能が向上してきた。またそれだ

けにとどまらず,画面の向こうにいる情報を受け取る人のことを意識し,交流に喜びを感

じてきている。今後は子どもたちから「こういう情報を発信したい。」という声がもっと出

てきてほしいものである。今回ワープロソフトを使用して作成したが,操作など難しかっ

た。予算的な問題もあるがホームページ作成ソフトを用いればさらに容易に作成すること

ができたように思われる。今後もさらに情報収集・発信の手段としてだけでなく,子ども

たちが主体的にコンピュータにかかわり,人との心の交流に生かし,そこに喜びを感じ自

分の生き方を向上していけるような指導のあり方を探っていきたい。
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